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自主創造    
２０２２（令和４年度） 学校経営の理念  豊かな心をもって、自律・実践する生徒の育成 

           ～ 希望・創造・感動の校風をめざして ～ 

１学期のまとめの時期です！ 
４０日間の長い夏休みが終わり、宮中生の明るい笑顔や元気なあいさつが学校に戻ってきました。皆さん

のやる気に満ちた表情から、１人１人の夏休みが充実したものであったと想像されます。新型コロナウイル

ス第７波の再拡大に伴い油断できない状況は続いていますが、「我慢し節度ある行動」を心がけ、宮中生と教

職員が力を合わせて乗り越えていきましょう。 

９月１日(木)２日(金)は、１学期末テストが実施されます。生徒の皆さんは、夏休み後半からこのテストへ

向けてしっかり準備してきたことと思います。宮中の生徒全員がそれぞれの実力を十分に発揮してくれるこ

とを期待しています。 

 

 

        

厳しい県大会を勝ち抜いて、多くの部活動が関東大会に出場しました。レベルの高い他県との競り合いを

経験することで、さらに上を目指したいと感じたのだと思います。また、継続して努力することが目標を達

成する唯一の方法であることも実感できたのではないでしょうか？ 

バレーボール男子は、地元開催の優勝校として出場し、主将の大島航さんが選手宣誓を立派に行いました。 

【バレーボール男子】宇都宮市体育館 

  １回戦：宮の原(０－２)御徒町台東【東京】 

【ソフトテニス男子】東京都府中の森運動公園 

  個人戦(ダブルス)出場 

【卓球男子】千葉ポートアリーナ 

  シングルス出場 

【卓球女子】千葉ポートアリーナ 

  シングルス出場 

【水泳男子】茨城県ひたちなか市山新スイミングアリーナ 

  4×100m フリーリレー、200m 個人メドレー、100m 背泳ぎ：出場  

【柔道男子】船橋アリーナ 

  60kg 級出場 

 

 

関東大会等の活躍 



 

 

８月５日（金）宇都宮市文化会館にて開催された、第６４回県吹奏楽コンクール 

中学校Ａ部門に吹奏楽部が出場しました。星弘敏先生の指揮のもと、 

「カンタベリーコラール」を演奏しました。部員４１名で堂々と演奏し、金賞を受賞しました。 

 ７月２７日（水）宇都宮市文化会館で開催された、演劇研究発表会に演劇部が出場しました。 

「報道センター１・２・３」を２３名の部員で演じました。 

 

 

 

  １０月４日（火）宇都宮市文化会館大ホールで予定していました文化祭合唱コンクールは、第７波のまん

延状況が落ち着きを見せておらず、音楽の授業においても合唱の練習は多くの制限の中でしか実施できない

状況にあることから、１１月２２日（火）宇都宮市文化会館大ホールに延期することとしました。 

なお、実施方法等については、後日ご案内させていただきます。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校だよりには、生徒・教職員の個人情報が掲載されていますので、お取扱いには十分ご注意ください。】 

ちょっといい話？！ 「未完成な自分だから他人にイライラしない」PHP９月号 

                          京本大我（ＳｉｘＴＯＮＥＳ） 

   

十代後半は反抗期も重なって、「俺は１人でやっていく」なんて思って、グループも組まずに一匹狼み

たいな気でいました。今思うと、かなりとんがっていましたね。 

  家でもさんざん父(俳優：京本政樹さん)とぶつかりました。僕が道を踏み外さないように見守ってく

れていることはわかっていたのですが、素直になれなくて。そんな僕を、両親やジャニー 

さんは温かい目で見てくれている。支えてくれる友人もいる。そう気づいてからは落ち着 

いていきました。ちょうど、2015年に舞台「エリザベート」に出演させていただいたころ 

でしょうか。 

  自分の事しか考えていなかった僕が、すばらしい先輩方との出会いによって「すてきだな、もっと話

が聞きたい」と興味を持ち、人に支えられていると思えるようになったのです。みんなで 1 つのものを

作り上げる楽しさを知って、グループの良さもわかるようになりました。 

  自分が変わり始めると、噛み合っていなかった歯車が動き出した感覚がありました。出会いに恵まれ

たり、新しい挑戦ができたりと、どんどん道がひらけていって、気持ちもおだやかになりました。今で

は怒ることがほとんどないんです。怒らないというよりは、怒れない。自分が 

どれだけ未完成な人間かということを理解しているので。 

  たとえば、だれかがミスをしたとしても、僕もミスなんて日常茶飯事だから、 

イライラすることがないんです。逆に、この人はミスするくらい疲れているの 

かな、「大丈夫？」と声をかけてあげたほうがいいんだろうか、と考えたり。「どうフォローしようか」

と考えるクセをつけるように意識していると、自分の気持ちだけでなく、周りもおだやかになる感覚が

あります。 

文化祭合唱コンクールの延期について 

 

文化部の活躍 


